
「市民の声」提案箱制度の運用状況

平成２６年４月から平成２７年３月までに「市民の声」提案箱へお寄せいただいたご提案等の状況をお

知らせします。

平成２６年４月～２７年３月受付分

合計：３０件(内訳；提案箱２０件、ホームページ等１０件)

次ページからは、お寄せいただいたご提案等の概要や一部内容をご紹介いたします。

なお、ご提案等の概要や一部内容は、市役所２階行政資料コーナーと市ホームページでご覧いただけま

す。



「市民の声」提案箱に寄せられたご提案等の公表
（平成２６年４月から平成２７年３月まで）

受付日 提案の概要 対応内容・市の考え方 担当課

4/1 老人が町を少しでも歩くために椅子をおいて下さい。少
し疲れても一服する所があれば老人はとてもたすかりま
す。椅子の種類はどれが良いかわかりませんが、元気な人
のための遊歩道ばかりではなく、ちょっとした椅子が道端
にあると助かります。

道路は、自動車、自転車、歩行者などが安全
に通行するための幅員の確保が必要ですが、現
在、市では健幸ウォーキングロードの整備を進
めており、ウォーキングの合間に休憩できるよ
うなスペースも必要と考えており、南海中央線
加茂地区では、歩道幅員に余裕があり、安全な
歩行者通行区間が確保されていることから、ベ
ンチを設置させていただいています。
また、平成 26年度末に供用予定の新村北線
においても、北幼稚園前のポケットパークにベ
ンチを設置いたします。
今後とも道路の通行安全を確保しつつ、利用
者の立場に立った道づくりをしてまいります。

土木公園課

4/4 ごみのシールの使い方がおかしい。
１年分の余りは処分するなどむだな使い方だし、シール
を使うよりは、ゴミ袋の方がコストも安いのではないか。

本市では、ごみの減量化、再資源化をより一
層促進するため、平成 25年 4月から、一定量
まで無料の一部従量制を導入いたしました。
本制度の導入に当たっては、指定ごみ袋制も
検討しましたが、各世帯への配付や、各世帯で
の保管がしやすいなど、取扱いが容易であるこ
とからシール制を採用したものです。
なお、府下で一部従量制を導入している８市
町村のうち７市町村がシール制を採用してお
ります。
また、シールについては、１年間のごみ排出
量減量化目標に応じた枚数を無料配付してお
りますので、期限は 1年間としております。各
世帯でごみの減量に努めた結果、使い切らなか
ったシールは日用品と交換させていただいて
います。

生活環境課



今後とも皆様のご理解、ご協力をお願いいた
します。

4/10 乳児医療を 6年生までにしてほしいです。堺市に住んで
いた頃はよかったのですが、高石市はゴミも有料になり、
堺に引っ越したいと思うくらい違いすぎると思います。

こどもの医療費助成は、子育て支援として必
要な制度と考えており、平成２６年７月から、
入院は小学校卒業年度末から中学校卒業年度
末までに、通院は小学校就学前から小学校３年
生修了年度末までに、対象年齢を引き上げを行
ったところです。さらに、通院については、平
成２７年４月から小学校卒業年度末まで引き
上げることとしています。
また、普通(可燃)ごみの処理につきましては、
ごみの減量化、再資源化をより一層促進するた
めに、一定量まで無料の一部従量制を導入いた
しました。
ご理解いただきますようお願いいたします。

健康保険課

生活環境課

4/16 子育て援助と高齢者支援の融合について
現在は核家族化している為、昔のように子育て経験者の
祖母等に相談出来ない環境から、子育てに悩む母親が多く
なっています。又、高齢者のみの世帯も増加しています、
しかし、高齢者の方々の大部分は元気で暮らしています。
そこで、子育て中の母親と高齢者の方々とのコミュニティ
ーを作り、身近に相談できる体制を作ってはどうでしょうか？
そうすることで、母親達には、相談相手ができ、且つ、高
齢者達にとっても生きがいが出来る、互いが行き来する中
で、高齢者の方々の急な体調変化等も気づきやすくなる。
もうひとつのメリットは、最近話題のネットシッターに頼
まなくても、いつも相談している身近で安心なおばあちゃ
んに見てもらえる体制も確立できるはず。もちろん、母親
と高齢者の方との相性も考えてコミュニティーを作る事
が大事。（法人を作り運営するのも一つの方法）
高石市でこのような取り組みを行い、全国に先駆けモデル

本市では、高齢者の能力の活用を図り、多様
な就業や社会参加活動の機会を確保・提供を図
るため、公益社団法人高石市シルバー人材セン
ターと連携を図り、保育施設における保育周辺
業務や介護施設における介護周辺業務など、高
齢者になじみやすい仕事として、新たな就業の
開拓を推進しています。
また、社会福祉協議会に委託しているファミ
リーサポートセンター事業におきましても、主
に 60歳代の方が提供会員になっていただき、
子供の保育所・学校などの送り迎えや帰宅後の
一時預かりを実施しております。
ご提案の趣旨を参考にさせていただき、今後
とも高齢者を含め地域における子育て支援の
充実に取り組んでまいります。

高齢介護・
障害福祉課

子育て支援課



ケースとなればと思い提案します。
なにとぞ検討をよろしくお願い致します。

5/8 南海中央線・東羽衣地区について
南海中央線・東羽衣地区は交通量が多いわりに歩道もな
く危なく感じます。通学路にもあたりますので、早いうち
に道路の整備をお願いします。子供たちに何かあってから
では遅いですよ。

南海中央線東羽衣地区につきましては、国か
ら事業認可をいただき、現在道路予定地の用地
買収を進めております。
できる限り早い完成をめざし、今後とも取り
組んでまいりますので、ご理解、ご協力いただ
きますようお願いいたします。

街路河川課

5/19 利便性の向上について
南海線の連続高架化工事が進んでいますが、高石市の発
展を考えるとそれだけでは人口減も止められないと思い
ます。ポイントは本当の利便性を向上させないと魅力ある
街作りは出来ないと考えます。
そこで、開発が遅れている羽衣駅周辺が気になります。
例えば、阪和線の東羽衣駅と南海線の羽衣駅を直結させる
というプランはないのでしょうか？ もっと言えば鳳と
高師浜間をつないで相互乗り入れすると利便性は大いに
高まると思います。羽衣での乗り換えの便利さは今と比べ
ものにならないですし、JRと南海線の利用も増えると確
信します。東西のアクセスが弱い大阪でそれが実現する
と、JR沿線からの臨海スポーツセンターへの人の流れも
増えると思います。
高石駅周辺の開発はかなり進みましたが、羽衣駅周辺は
非常に遅れているという現状に鑑み、是非ご検討頂きたい
と思います。

羽衣駅は本市の北の玄関口であり、交通の結
節点としての利便性の向上、駅周辺の活性化が
必要であると考えております。
南海線連続立体交差事業については、事業主
体である大阪府主導のもと推進しており、現
在、下り線高架化事業の本体工事を鋭意施工中
でございます。
羽衣駅周辺の開発については、羽衣駅前地区
市街地再開発組合において羽衣駅前地区第一
種市街地再開発事業を推進しており、再開発ビ
ルの建設、駅前広場や道路などの公共施設の整
備を予定しております。
なお、再開発事業に併せて、南海羽衣駅から
ＪＲ東羽衣駅までペデストリアンデッキ（歩行
者高架通路）を接続する計画があり、現在事業
化に向けて取り組みを進めております。この接
続により南海線とＪＲ線の乗換え利便性の向
上及び通行の安全性の向上が図られるものと
考えております。
今後とも、ご理解、ご協力いただきますよう
お願いいたします。

駅周辺整備課



6/2 公立小学校の調整区域について
私は調整区域に住んでいます。私は公立小学校の調整区
域をなくすのは反対です。なぜかというと、近所に羽衣小
学校に通っている子がいて、その兄弟の子どもたちと、不
審者と事故にあわないように一緒に登下校できると考え
ているからです。

公立学校の通学区域については、それぞれの
地域の実態を踏まえて定めております。通学区
域について調査・研究を進めてまいりますが、
現時点では変更を行う予定はございません。

教育総務課

6/4 図書館のことですが、節電のためにクーラーの温度を高
めに設定することはとてもいいことだと思いますが、温度
が高すぎて室外の方が風があって涼しかったりします。車
で行って中で静かに本を読んでいるだけなのに汗がでて
きます。私は車で行けますが、自転車で行った人は汗がと
まらないのではないかと思います。もう１℃くらい設定温
度を下げてもらうことはできないでしょうか？夏場の図
書館は暑すぎます。

図書館内の温度設定については、日々の温度
調整に気を付けてまいります。今後とも図書館
をご利用いただきますようお願いいたします。

図書館

6/19 地域猫について
高石市では野良猫の対策はされないのですか？殺処分
でなく避妊・去勢をし、猫を増やさず徐々に減少させたほ
うがいいのではないでしょうか...張り紙で「糞尿被害があ
るのでエサをやらないで」ではなく野良猫に特定のトイレ
を設置し糞尿被害をおさえるなどの方法がいいと思いま
す。猫好きな方は多いと思うのでボランティアで交代で掃
除をすることができるんじゃないでしょうか。

本市では、野良猫に餌付け等を行わないよ
う、現場を確認しつつ、ポスターを掲示するな
ど注意喚起を行っているところです。
いただいたご意見につきましては、他市の事
例も調査し、今後の参考とさせていただきます。

生活環境課

7/2 高石市二・三世代同居等支援事業に係る新築住宅等の固定
資産税特例措置適用承認通知書について
１．承認通知書に「本年度で申請は終了しました」とい
う紙が同封されていたが、あわせて申請書の記入例が同封
されていた。本年度申請を済ませていて、かつ本年度で申
請が終了の者に対して記入例を同封することについて窓
口で職員に尋ねたがミスですとのことであった。発送の際

本制度は、平成 23年度から高齢者の孤立防
止と家族の絆の再生を目的として、二・三世代
の同居又は近隣に居住するために新築または
購入した住宅に課される固定資産税を建物の
構造・階数により 3年から最長 7年間軽減する
ものであります。
申請につきましては適用年度ごとに申請を

建築住宅課

税務課



のチェック体制はどのようになっているのかお聞かせ願
いたい。また無用な紙を印刷することも税金の無駄遣いで
あることを自覚すべきである。
２．承認通知書等に還付手続きのことが一言も書いてい
ない。職員に尋ねると還付については税務課の管轄なので
わからないとのことであったが、市民にとって一番知りた
いことは不服申し立ての手続きではなく、還付の手続きで
ある。還付の手続きについては管轄がちがうとはいえ「固
定資産税の還付手続きについては、別途税務課から通知が
あります」などの一文を入れておけば、市民側はわざわざ
問い合わせる必要がなくなる。
もっと市民目線で仕事をされたい。次年度以降改善され
たい。

していただくようになっていることから、承認
通知書を送付する際に翌年度の申請書と記入
例も同封し送付するようにしております。
今後、適用最終年度の方への不要な書類の送
付がないよう同封資料のチェックを徹底する
ように努めてまいります。
また、いただきましたご意見の固定資産税に
還付がある場合については別途税務課から通
知する旨、及び税務課の問い合わせ先を記載す
るように改善いたしました。

6/20 ふれあい号バス立寄停留所について
第一便のらくらく号は、羽衣方面から右廻りしてアプラ
に着き、次にふれあいゾーンに着きます。アプラで買い物
をする人が多く、座れない時もあります。
ふれあい号は、羽衣方面から時計廻りして、ふれあいゾ
ーンのみに着き、富木方面へ廻ってからしかアプラに着き
ません。ふれあいゾーンに行く際、アプラにも立ち寄って、
朝一便二便のらくらく号の満員さを緩和してほしいです。
第一便から第五便についても同様です。

本市では、公共交通機関としてのバス路線が
なく、高齢者や障がいのある方々の移動の安全
と利便性を確保するため、平成６年から福祉バ
スを導入し、老人福祉センター・ふれあいゾー
ン複合センター・市役所等の公共施設を中心に
循環運行しています。現在は、「らくらく号」
と「ふれあい号」の２台で、１日１０便２１停
留所を運行しております。
福祉バスの経路変更につきましては、さらな
る利便性の向上のため、現在の運行時間内で可
能か検討いたします。

高齢介護・
障害福祉課

8/12 市役所の所在地について
はっきり言って遠いです。高齢化時代で高齢者がこちら
まで来るには苦痛の距離です。できれば、分院、支所とし
てでも結構ですので、新藤井病院、関西スーパーあたりが
ベストだと思います。千代田地区の方たちも加茂の本市役
所まで来ているのでしょうか。車のない人ならなおさら大
変ではないでしょうか。

市庁舎については、主要３駅（南海羽衣駅・高
石駅、ＪＲ富木駅）からの歩行距離圏が市域を
概ねカバーしており、それらの生活圏域のほぼ
中央部に位置しています。
なお、本市では、高齢者や障がいのある方々の
利便性を確保するため福祉バスを導入してお
り、現在、「らくらく号」と「ふれあい号」の
２台で、１日１０便、市役所等の公共施設を中

企画課

高齢介護・
障害福祉課



心に巡回しておりますので、ご利用いただけれ
ば幸いです。

8/13 8/10高石市 避難準備情報(解除)メールについて
昨日 15:21に受信した下記メールです。

以下の地区で避難準備(解除)が発令されました。
災害名称 ：20140808風水害
発表日時 ：2014/08/10 15:10
対象地区 ：芦田川流域区域
羽衣、東羽衣、加茂地区
区分 ：準備(解除)
台風 11号の接近に伴い、芦田川流域の以下の地区で避難
に時間がかかる方は、避難してください。
羽衣地区、東羽衣地区、加茂地区

このメールでは、解除されたのか、また避難しないといけ
ないのか混乱しますので、他市の同様メールを参考にひと
手間加工して送信していただきますようお願いします。

高石市の避難所開設、避難準備情報、避難勧
告、避難指示については、市内４７箇所の防災
行政無線とともにホームページでの情報提供
及び大阪防災情報メール（登録されている方）
で配信しており、市民の皆様に伝えるように複
数の情報伝達を行なっております。
８月１０日の避難準備情報についても、防災
行政無線、大阪防災情報メールの配信を行ない
ました。
その後、避難準備情報の解除情報も配信して
おりますが、その際、避難準備情報の対象地区
及び発表日時も記載して配信しておりました。
今後、避難解除通知メールについて、わかりや
すく配信するように改善してまいります。

危機管理課

8/14 子育てのことについて知りたい人のために、子育てを教
える会を作ってください。よろしくお願いします。

本市では、子育て家庭への支援を行うため、
市立綾園保育所・私立南海愛児園・私立東羽衣
保育園に子育て支援センターを設置し、オープ
ンスペースや園庭開放などの様々な行事を行
っており、子育ての情報収集やネットワークづ
くりにても役立てていただいております。
また、コモンセンス・ペアレンティング講座
など、子育てに悩んでいる保護者の方々が家庭
児童相談員と一緒に子育てのスキルを学ぶ講
座も開催しています。
これらの情報は、市の広報紙やホームページ
にも掲載しておりますので、ご利用いただけれ
ば幸いです。

子育て支援課



8/15 とろしプラザの利用条件をHP等で明確にしてください。
デージードームは子どものクリスマス会やお誕生日会
など、個人的な目的でも利用料を払えば貸してもらえま
す。大人数で安全に遊ばせる場所があまりないので、とて
も助かっています。
ところが、とろしプラザは同じような施設を有するの
に、サークル活動などではない、個人的な利用は断られま
した。調理室もあり、とても良い施設なのに、ほとんど利
用者がいないのでもったいないです。利用条件を明確に
し、もっと市民が使いやすくなるようにしてください。

とろしプラザは、東コミュニティセンター、
取石公民館、図書館分館の３施設からなる複合
施設になっています。
東コミュニティセンターの会議室、和室、多
目的ホールは、個人的な目的でもご利用いただ
けます。
調理室は、取石公民館の施設になりますの
で、他の公民館と同様の利用条件（原則５人以
上の団体、半数以上が市内に在住・在勤・在学、
代表者は市内在住）となります。
詳しくは市ホームページの「高石市立公民館
利用案内」のページをご覧ください。
なお、市ホームページの「とろしプラザ」の
ページに公民館や図書館のページへリンクす
るよう改善いたしました。
今後とも施設をご利用いただければ幸いです。

秘書課

8/21 母子手当について
同居している家族に収入がある人がいても、母子手当を
もらえるようにしてほしい。

一般的に母子手当と呼ばれている児童扶養
手当については、児童扶養手当法に基づき手当
支給額が決定されます。
同一住所地で、同一家屋等で生活しているご
親族（直系血族及び兄弟姉妹）は受給者と生計
を同じくしている扶養義務者となり、受給者と
扶養義務者の所得により支給額が定まること
となっています。例えば、扶養義務者の所得に
おいて、扶養親族が１人の場合、２７４万円以
上になりますと手当を受給できないこととな
っております。
ご理解のほど、よろしくお願いします。

子育て支援課

9/8 道路工事（3-17-8-22号地管布設工事-海洋開発興業）で
周辺住民の車が旧 24号国道往き来のための迂回が多くな

今回の下水道工事に伴う迂回につきまして
は、ご不便をかけ申し訳ございません。

上下水道課



り、特に、横山整形からくるみや玩具店までの間が混雑し
ます。警備員がおられるが 2名で、かつ不慣れなため迷惑
しています。車が動けずやむなく親切心で無理に動かし電
柱に接触したこともあります。特に朝 7-8時と夕 5-6時が
渋滞します。警備員を 1名増員するか充分に教育訓練した
人を配置して頂きたい。市は実情を把握し施工業者を指導
して頂きたいと思います。この辺りは羽衣保育園、東羽衣
保育園への送迎ルートでもあり、幼児を送迎するママさん
の自転車も多いので事故があれば大変な事で、当然市の責
任も問われますよ。

本件工事については、交通誘導員を配置する
とともに、交通量の多い時間帯（朝７～８時、
夕方５～６時）に交通誘導員の増員を行うよう
工事業者へ指導して対処し、工事は１０月末に
完了いたしました。
なお、警備員の対応に係るご指摘について
は、当該委託業者を通じて、適切に指導して参
りますのでよろしくお願いします。
今後とも、安全第一で工事施工を行ってまい
りますので、ご理解、ご協力よろしくお願いし
ます。

9/18 地下食堂を時々利用しておりますが、次の点は改良によ
って市民の利用が増えると考えました。
１．食堂への通路の照明・壁面が暗く、健康推進の源であ
る食事へ結びにくい。
２．食堂の中も壁面が暗い。机の配列にも変化をつけて、
机の上にクロスを乗せるなど、食べるだけの場からコミュ
ニケーションのできる場にする工夫が必要。
３．職場への配膳を行っているようだが、本来は食堂を利
用すべき。仕事本位の机で食事ではなく、食堂を利用する
ことが活性化になり、ＰＲすることになる。
４．喫茶の種類を増やすために雰囲気作りに工夫が必要。
５．食券は自販機で販売。味はとてもおいしい。

食堂をご利用いただきありがとうございます。
廊下の照明については、市庁舎全体において
節電の取組みを実施しておりますので、ご理解
お願いします。
食堂の環境改善については、より多くの方に
ご利用いただける取組みを検討いただけるよ
う食堂の運営業者にお伝えいたします。
職場への配膳については、昼の休憩時間にお
いても来庁者の対応を行うなど業務上の必要
性等のため、自席にて昼食をとることもやむを
えない場合があると考えております。
食券自販機の設置については、運営業者と協
議いたしましたが、故障時や釣り銭がなくなっ
た際の対応、操作方法のわからない方へ対応な
どが必要となり、食堂をご利用いただく方の待
ち時間が長くなることが懸念されるため、現時
点では導入する予定はございません。

庶務課

人事課

11/7 防災訓練について
11/5に行われた、防災訓練について、訓練である事の認

11月 5日の避難訓練は第 4回目を迎え、今回
の津波・地震総合避難訓練には約 1万３千人の

危機管理課



知度が低い為、訓練と言う言葉が聞き取れなかった住民は
パニックになっていた人々が多かったようだ。当日の放送
でもっとはっきり訓練である事を何度も言うべきであり、
対応策を求める。

ご参加をいただき、誠にありがとうございました。
訓練実施に当たりましては、事前に市の広報
や広報板、ホームページにて案内し、さらに、
訓練前日の午前 10時と午後 4時ならびに訓練
当日の午前 10時に防災行政無線を使用した放
送により周知したところです。
今後とも、訓練を実施する際には、事前案内
や周知に努めてまいります。

12/8 高石市の職員は、人口に対して多すぎるためか、ゆった
りしてのんびりお茶を飲んでいる時間が多すぎるのでは
ないか？急ぐときでも職場を離れたり、のんびりしている
感じがある。もっとひきしめて仕事をしてほしい。人数を
減らすことも考えないといけないのではないか？

正職員数につきましては、平成 15年度に約
600名でしたが、５次にわたる財政健全化計画
案を策定し、業務の見直し等に取り組み、平成
27年４月１日時点では 369名となっています。
今後とも、研修等を通じ、綱紀粛正や服務規
律の確保について職員全体への周知徹底を図
り、市民サービスの向上に努めてまいりますの
で、ご理解お願いいたします。

人事課

12/17 庁内の節電を努力してください。太陽・照明のある間は
庁内を節電してください。

本市では高石市役所本庁舎省エネ・節電対策
基本方針に基づき、適温設定の徹底（暖房 18℃、
冷房 28℃）や蛍光灯の間引き消灯（全体の約
30％）、昼休憩時の消灯等を行っています。
今後とも、電力需給状況や国における対策の
動向等を踏まえつつ、適切に対応してまいります。

庶務課

1/9 トイレの荷物かけフックについて
私は身長が 146ｃｍしかなく手も不自由なため、トイレ
使用時に荷物掛けが届かず、いつも床に荷物を置いていま
す。一般の低い所へも荷物掛けの設置および手すりを付け
ていただけないでしょうか。高齢者で身長の低い人への配
慮をお願いします。

トイレの荷物掛けフックにつきましては、市
役所庁舎の本館１階及び地下１階の女子トイ
レ、別館１階の女子トイレに全て設置いたしま
した。
なお、手すりにつきましては、障がい者用ト
イレには既に設置しております。その他のトイ
レについては、設置スペースや壁の強度等の課
題がございますが、今後可能かどうか検討して

庶務課



まいります。

2/10 南海中央線東羽衣地区拡張工事の加茂部分の先行開通へ
向けて
南海中央線の泉大津市部分の開通により、南海中央線の
交通量が増えてきました。今度は南海中央線の東羽衣地区
の新村北線までの延長工事がスタートすると思いますが、
現在の南海中央線加茂地区北側の中央公民館前の交差点
で、西寄りにせばめられていて、公民館利用者等歩行者が
危険にさらされています。
また、北行き車両はこの交差点を右折する車両が多く、
後ろの車両が１回の青信号で通過できないケースが増え
てきました。この交差点の北側浜寺病院の東まで用地確保
ができているようですので、27年度中に府道 216号信太
高石線と伽羅橋筋との交差点まで拡張工事をして、南海中
央線の北行き車両の右折レーンを設置してください。

ご指摘の箇所につきましては、本市において
も交通量が増加していることを認識しており
ますが、現在、大阪府において実施しています
芦田川河川工事の進捗を見極めながら改善す
べく、関係機関と協議調整しているところで
す。
この付近におきましては、当分の間、河川工
事や道路工事が継続し、市民の皆さまにご迷惑
をおかけしていますが、歩行者の交通安全を確
保に配慮し工事を進めてまいりますので、ご理
解、ご協力をお願いいたします。

街路河川課

2/18 高砂一号線液状化工事について
工事内容（方法や期間）について見直す点が生じたと思
われる。今後、同じ内容が生じた場合、次の点を見直して
はどうか。
・Ｈ24年土質調査による有効活用で路盤の重さを知るす
べがあったか。
・市議会議員管外視察から学ぶべき点があったか。
広く知識・経験を総合的に判断すれば、よりスムーズ
に工事が完了すると考えられる。

高砂１号線液状化対策工事につきましては、
工事の着手前から沿道企業や埋設管占用者、警
察と、工事内容や工事中の安全対策について協
議調整を行ったところです。
しかし、工事着手後に現況路盤厚が当初設計
より厚い区間があったことなどに伴い施工方
法の変更が生じ、また、工事過程において夕刻
の時間帯に渋滞が発生し、解消のため２車線を
確保する必要が生じたことから、警察との協議
や臨海企業からの要請に基づき、交通整理員の
増員が必要となるなど、工期の延長、工事中に
おける安全対策の見直し、工事方法の変更を行
いました。
今後、十分留意して事業を進めてまいります。

街路河川課



2/24 体育館が新しくなり、周りも整備されると思いますが、児

童公園もきれいに整備していただけないでしょうか。遊具も

増やしてくれるとありがたいです。高齢者も大事ですが、子

どもにとっても住みよい環境作りをしてほしいです。

市内の多くの公園では、地域の方々による公
園愛護会が組織され、清掃などの活動を実施い
ただいており、本市でも日常巡回を行っており
ます。
現在公園にあるベンチや遊具などの設備が
安全にご利用いただけることが大切であり、点
検・補修を行っているところですが、今後とも
皆様方のご協力をいただきながら、子どもたち
にとっても利用しやすい公園になるよう努め
てまいります。

土木公園課

3/13 市の施設がどこにあるかわかりにくいです。高石で育っ
た方には当然の場所でも、他市から転入した者にはわかり
ません。今月の広報で紹介されていた「カモンたかいし」
もどこにあり、どうやっていくのか。
半年に一度くらい、施設が表記された見やすい図がホー
ムページでも、印刷物でも手にできると助かります。

市内の施設のご案内につきましては、本市に
転入された際に「高石市便利帳」をお渡しし、
ご紹介させていただいております。ご入り用の
場合は秘書課広報・市民活動推進係までお申し
付けください。
各施設の最新の位置図はホームページで掲
載しておりますが、今後とも全体図も含めて見
やすい地図表示に努めてまいります。

土木公園課

3/23 来期のゴミ券頂きました。計算すると現在 2人家族なの
で毎回 2枚で一杯一杯です。地球環境やエコの為とてもい
いことだと思いますが毎年枚数を減らされてはやはりつ
らい面があります。
来客時、子供たち家族の帰宅時や季節の変わり目などの
少々増えるゴミに対処できません。せめてもう少し余裕あ
る枚数の配布をお願いしたい。
市民の方達も当然ですが、当家も市民税を結構しはらっ
ております。納税金額からみてももう少し考慮頂きたい。
何の為の納税かと疑問が生じております。
足らずは購入しろと言うのはわかりますが余りにも配
布数を減らし過ぎと感じます。今一度各家庭の設定枚数の
見直しをお願いします。

本市では、ごみの減量化を推進するため、平
成 25年 4月から、各世帯の人数に応じて一定
量の無料普通ごみ処理券を配付し、それを超え
る場合にはごみ処理券を購入いただくことと
しています。
無料ごみ処理券の配付枚数につきましては、
本市の平成 23年度のごみの排出量実績、世帯
人数に応じた原単位（一人一日当たりの排出
量）等の調査結果を踏まえ、年 2.5％の削減を
図る設定をしています。例えば、２人世帯の場
合は、無料ごみ処理券（15リットル券）を平成
26年度は 219枚、平成 27年度は 213枚、平成
28年度は 207枚となります。

生活環境課



ごみの減量については、生ゴミは水を切る、
過剰包装の商品の購入を控える、紙類は自治会
等で実施されている集団回収を利用する、ごみ
袋を 45リットルでなく 30リットルに納めるな
どの工夫をいただければと思います。なお、生
ゴミ処理機の購入について補助制度を設けて
いますので、ご利用ください。
今後とも、本市では、ごみの減量化を図って
まいりたいと考えていますので、皆様のご理
解、ご協力をお願いいたします。


